
食道癌登録レジメン

No. レジメン名 抗がん剤（商品名） 抗がん剤（一般名） 用量 用法 スケジュール 1クール 催吐性 支持療法

フルオロウラシル フルオロウラシル 800mg/m2 点滴静注　24時間持続 day 1～5

シスプラチン シスプラチン 80mg/m2 点滴静注 120分以上 day 1

シスプラチン シスプラチン 80mg/m2 点滴静注 120分 day1

フルオロウラシル フルオロウラシル 800mg/m2 点滴静注 24時間 day1-5

シスプラチン シスプラチン 80mg/m2 点滴静注 120分 day1

フルオロウラシル フルオロウラシル 800mg/m2 点滴静注 24時間 day1-5

シスプラチン シスプラチン 70mg/m2 点滴静注 2時間 day1

ドセタキセル ドセタキセル 70mg/m2 点滴静注 1時間 day1

フルオロウラシル フルオロウラシル 750mg/m2 点滴静注 24時間 day1-5

28日
CDDP＋5-ＦＵ療法
（進行・再発）

術前FP療法

令和4年2022年7月1日千代田病院化学療法委員会【食道癌】

FP療法11 高度21日

高度

133

アプレピタント（内服）
パロノセトロン注
デカドロン錠（内服・任意）
デキサート注
フロセミド注
硫酸Mg補正液
ハイドレーション用輸液

術前DCF療法

アプレピタント（内服）
パロノセトロン注
デカドロン錠（内服・任意）
デキサート注
フロセミド注
硫酸Mg補正液
ハイドレーション用輸液

高度

アプレピタント（内服）
パロノセトロン注
デカドロン錠（内服・任意）
デキサート注
フロセミド注
硫酸Mg補正液
ハイドレーション用輸液

129

アプレピタント（内服）
オランザピン錠（内服）
パロノセトロン注
デカドロン錠（内服・任意）
デキサート注
マンニットール注
硫酸Mg補正液
アスパラギンK注
ハイドレーション用輸液

21日　2サイクル

高度21日　最大3サイクル136
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